
令和 3 年度 JOC 全日本ジュニア柔道体重別選手権大会長野県予選実施における 

新型コロナウィルス感染症拡大防止等に関する基本方針 

 

 

Ⅰ 基本的な考え方 

 参加する選手・監督、大会役員をはじめとする大会関係者全員の安全・安心の確保を最

優先事項と考え、長野県柔道連盟では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を

講じたうえで大会を開催する。 

なお、具体的な感染拡大防止対策については、別途定めることとし、感染者が発生した

場合の対応、事後処置などとともに、参加者及び関係者全員に周知徹底するものとする。 

 

 

Ⅱ 感染拡大防止対策の概要 

１．大会の規模縮小について 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、今大会では、開・閉会式（表彰式）

は行わず、規模を縮小して大会を開催する。 

 また、観客については無観客とし、出場校関係者及び大会関係者の入場を制限して、大

会を開催する。 

 なお、試合は階級ごと時間差入場を行い、会場収容人数を制限する。 

 

２．健康調査票等の提出及び検温の実施について 

すべての参加者（選手、監督、役員）及び大会関係者に対し入場時に、「健康調査票」

と「同意書」の提出を求めるとともに、検温を実施する。なお、「健康調査票」等の記載

内容に問題がある場合、検温にて異常が認められた場合は、長野県柔道連盟競技部の判断

により、大会への参加を認めない。 

 

３．マスク着用について 

 すべての関係者に対し、常時マスク着用を義務付ける。ただし、試合を行う選手につい

ては、これを除外する。 

 

４．手指消毒、身体的距離の確保等について 

 すべての関係者に対し、入場時に手指の消毒を行うとともに、会場内においても適宜手

指の消毒を求める。また、出場選手は試合前に手指及び足裏の消毒を行い、定期的に試合

会場（畳）の消毒を行う。 

 

 



５．計量について 

密集、密接を避け、十分な身体的距離の確保できるよう配慮したうえで、各地区分散会

場等で実施する。 

 

６．感染拡大防止対策の周知徹底について 

この基本方針及び具体的な感染拡大防止対策については、感染者が発生した場合の対

応、事後処置などとともに、事前に大会ホームページに掲載する。 

 

７. 感染者が発生した場合の対応について 

１）大会前日まで 

 保健所等より濃厚接触者と認定された選手の大会出場は認めない。また、検査後、所属柔

道部内及び家庭や寮など同居する人、身近な人に感染者が出た場合大会出場は認めない。 

なお、所属柔道部内及び家庭や寮など同居する人、身近な知人に濃厚接触者が出た場合、選

手の出場については、長野県柔道連盟競技部で協議し、決定する。 

２）大会当日 

①大会入場（受付）時、「健康調査票」及び検温において、異常が認められた場合は、入場

を認めない。なお、選手、監督については長野県柔道連盟競技部の判断により、参加を認め

ない。 

②大会中に発熱等の症状を訴える者を確認した場合、退場を求める。 

３）大会後 

①大会参加者及び関係者は、大会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症し

た場合、長野県柔道連盟競技部に対して速やかに報告すること。 

 

 

長野県柔道連盟 競技部 


